
砥
部
焼
産
地
と
し
て
の
砥
部
町
の
研
究酉

免

正

夫

砥

部

町

概

観

砥
部
町
は
桧
山
肘
の
南
方
約
十
二
粁
の
地
鮎
に
あ
っ

て
'
砥
部
川
流
域
の
大
部
を
占
ひ
る
人
口
約
四
千
五
日

の

.I
山
村
で
あ
る
｡
を
の
名
柄
か
ら
し
て
も
宥
-
か
ら

砥
石
の
産
地
で
あ
っ
た
乙
と
は
想
像
さ
れ
る
塵
で
'
東

隣
坂
本
村
に
は
砥
石
場
と

い
ふ
地
名
が
あ
-
､
叉
現
に

ト
ヤ
マ

町
内
外

山

か
ら
は
砥
石
を
産
出
し
て
ゐ
る
｡

南
方
に
は
石
槌
両
か
ら
績
-

一
脈
の
連
山
が
あ
っ
て

千
米
内
外
の
面
接
を
有
し
､
以
て
瀬
戸
内
毎
と
太
平
洋

と
の
分
水
界
を
な
し
て
ゐ
る
｡
砥
部
川
は
乙
の
連
山
に

輩
押
し
で
北
流
す
る
.
乙
の
川
は
久
谷
川
｡林
川
｡井
内

川
等
と
並
行
す
る
コ
ソ
セ
ク
エ
ン
ト
の
川
で
'
こ
れ
等

を
集
め
て
西
洗
す
る
第
倍
川
は
サ
ブ
セ
ク
エ
ン
ト
の
川

.で
あ
る
O

町
は
地
形
及
び
地
質
上
庸
北
の
二
部
に
大
別
す
る
乙

砥
部
焼
綬
地
と
し
て
の
砥
部
町
の
刑
死

と
が
出
凍
る
｡
南
部
は
概
ね
梅
按
四
官
兼
以
上
の
山
地

で
､
砥
部
川
の
本
支
流
は
そ
の
間
は
狭

い
Ⅴ
字
谷
を
穿

っ
て
流
れ
､
谷
壁
は
時
と
し
て
四
五
高
光
の
急
斜
両
を

以
て
時
ち
'
谷
底
に
は
殆
ど
平
地
を
見
な

5,が
､
北
部

は
金
-
こ
れ
に
反
し
て
源
按
三
宮
米
以
下
の
丘
陵
ば
か

-
で
､
砥
部
川
は
そ
の
間
に
珊
蛮

い
谷
を
開
き
､
河
岸

に
は
数
段
の
テ
レ
ス
が
出
水
で
居
住
及
び
農
耕
に
都
令

の
よ
い
地
形
を
鼻

し
て
ゐ
る
｡

之
は
南
北
地
質
を

異
は
す
る
か
ら
で
あ
っ
て
'
南
部

は
石
炭
紀
暦
の
練
泥

片
岩
の
上
に
中
新
暦
の
蟹
岩
や
砂

岩
｡京
岩
･凝
次
岩
等
を
載
せ
'
所
々
に
安
山
岩
の
噴
出

む
見
る
が
'
北
部
は
上
部
自
頚
紀
の
砂
岩
皮
質
岩
む
主

と
し
､
河
畔
に
は
洪
積
層
の
粘
土
及
磯
暦
を
見
る
の
で

あ
っ
て
両
部
の
境
堺
は
岩
谷
･野
寺
･外
山
を
通
ず
る

一

大
断
層
線
に
ょ
つ
て
明
瞭
に
匿
介
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る

t･1.

八七

:rTli

.A.
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節
1<
練

二八八

五
二

を
離
れ
た
茶
代
i
lの
綬
斜
面
'
所
謂
項
目
の
部
に
非
在

L
t
何
れ
も
救

11
乃
IqtL.救
十
ti
の
小
集
落
で
あ

る
｡
<
T

机

二
糊

砺
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略
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亦
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支
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け
て
佃
北
米
し
い
仰
遠

と
c

t1'す
る
｡
北
部
は
大
南
の
締
付
と
始
め
と
し
て
何
れ

も
河
畔
の
段
丘
上
及
び
谷
底
の
低
地
に
･:>:地
L
t
家
.i
t

の
･:･S
皮
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亦
概
し
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火
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油
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国

別日日削別線削削

を
の
主
要
数
藩
の
高
庇
を
見
る
ほ

74
ツ.iL.

大

平

川
0
0
米

二

木

峰
Ji,
･#

空

110
米

千

川

:
+.I-
.;I.

弘
総

帥

聖

二
U
米

･:=･=
ナ
ル

即
C
)○
米

.

北
武
郎

三
二
〇
米

四
五
〇
米

四
五

〇
米

三
〇

〇
米

堅

フ
川

竺

○
米

南
前
非

二
六
〇
栄

光

野

四
六
〇
米

出

目打

三
二
〇
米

こ
れ
に
封
す
る
北
部
の
諾
賓

掛

は
何
れ
旦
向
皮
官
兼

以
下
で
あ
る
｡
尤
南
部
に
あ
つ
で
も
河
畔
の
緊
落
と
し

て
小
条

一
一
〇
米
)保
田
(坐
)堂
成
(
.i
二
〇
兼
)
ヨ
ケ

セ
･=
グ
チ

(坐
):.:･=
ノ
湘
(
〓
ハ
○
米
)千
旦

口
(
一
八

〇
米
)等
が
あ

る
が
･
峡
谷
の
庇
で
あ
る
た

め
太
陽
は
十
時
牢
は
出
て

二
時
草
に
は
捜
す
る
と

い
ふ
有
様
で
､
日
照
不
充
分

の

た
め
に
農
業
も
極
め
て
困
難
な
小
変
蕗
は
過
ぎ
な

い
｡

町
の
中
心
部
は
大
南
で
あ
っ
lyJ
砥
部
川
本
流
左
枠
の

段
丘
上
に
位
置
し
､
長
さ
約
八
.FT
米
に
槙
-
術
村
む
な

し
､
そ
の
附
進
に
は
千
是
(
原
町
柑
)
北
川
等

五
本

栓

｡

長
世
寺

｡
岩
谷
口
等
の
散
杵
が
あ
㌔

水
田
も
多
-
､

丘
陵
の
斜
面
は
英
樹
園
と
な
-
､
又
砥
部
焼
窯
も
所
々

に
あ
っ
て
町
の
鮭
酒
的
蚤
心
鮎
む
な
し
で
ゐ
る
｡

拭
滞
焼
緯
地
と
し
て

の
砥

部
町
の

研
究

砥
部
町
は
近
年
町
制
が
施
行
せ
ら
れ
た
が
､
景
観
上

か
ら
云

へ
ば
村
落
で
あ
っ
て
村
と
栴
す
る
方
が
適
切
で

あ
る
｡
締
付
の
大
南
と
経
も
商
店
は
極
め
て
少
-
1

一

見
し
て
市
街
と

い
ふ
減
じ
は
起
ら
な

い
｡
賓
際
そ
の
商

圏
も
亦
殆
ど
他
町
村
に
は
及
ん
で
居
な

い
有

様

で

あ

る

0町
民
の
隼
活
を
維
持
す
る
も
の
は
主
と
し
て
農
業
で

あ
る
が
､
耕
地
が
狭

い
の
で
到
底
そ
れ
の
み
で
は
不
充

分
で
あ
る
｡
誓

,
砥
部
焼
は
唯

一
の
工
業
晶
と
L
V
r

不
況
の
今
日
と
錐
も
銅
重
要
在
る
経
線
的
意
義
を
有
す

る
○

祇
部
煙
の
迫
原
及
沿
革

砥
部
焼
の
歴
史
を
詳
記
す
る
乙
と
は
本
稿
の
目
的
で

な

い
か
ら
極
め
y
簡
胆
に
記
す
乙
と
～
す
る
｡
砥
部
焼

は
等

氷
四
年
大
洲
藩
主
加
藤
僕
の
保
護
奨
勘
に
ょ
つ
て

始
ま
っ
た
も
の
で
'
最
初
は
外
山
廉
の
砥
不
の
屑
h
t利

川
し
た
も
の
で
あ
る
が
､
安
,空
ハ
年
に
は
磁
器
の
焼
成

に
成
劫
L
t
(
杉
野
史
助

･
門
田
金
治
)
文
政
元
年
川
登

石
の
発
見
に
よ
っ
て
大
に
改
良
せ
ら
れ
(
向
井
源
治
)仝

l･1先

王

二



地

減

妨

十
九
懲

八
年
ほ
は
伊
前
里
様
の
上
輪
付
が
始
ま
-,h
J.
明
治
十
-;

年
は
姓
付
及
び
型
紙
紬
付

∴
加
都
凧
絢
付
等
が
創
め
ら

帆
(
伊
藤
光
譲
)
別
治
十
八
年
は
始
め
て
海
外
輪
山
が
行

は
れ
ね
｡
そ
の
後
明
治
甘
三
年
は
向
井
刺
準
に
よ
っ
て

決
黄
磁
が
製
作
せ
ら
れ

て､
所
謂
砥
部
焼
の
特
質
を
聡

揮
す
る
に
至
っ
た
｡

併
し
淡
黄
磁
は
高
僧
で
あ
る
た
め

一
般
大
衆
向
で
無

-
､
随
っ
て
を
の
需
要
も
猪
で
な
い
が
､
日
用
品
及
び

輸
用
向
の
食
器
は
非
常
は
廉
慨
で
あ
る
た
め
需
要
が
多

-
､
世
界
大
戦
潜
時
の
好
況
は
乗
じ
で
大
は
発
展
し
た

が
､
政
進
は
不
況
の
LJ
め
休
業
相
次
i/
の
状
況

で
あ

る
0教

育
機
綱
と
し
て
大
正
四
年
は
砥
部
工
業
徒
弟
撃
棟

が
設
立
せ
ら
れ
､
仝
八
年
に
は
工
業
撃
枚
に
昇
格
し
ね

が
､
昭
和
四
年
磨
枚
し
て
賑
立
工
業
試
膿
場
の
分
場
と

な
㌔

昭
和
七
年
か
ら
は
堀
の
手
を
離
れ
て
同
業
組
合

糎
密
の
下
は
各
種
の
試
瀞
を
行
ひ
､
以
て
普
業
者
の
指

導
間
藤
に
任
じ
で
ゐ
る
○

原

･

料

節
五
挑

莞

〇

五

捌

砥
部
焼
の
原
料
士
は
三
坂
よ
-
障
子
川
に
至
る

完
仰

の
地
､
及
び
明
酬
川
北
方
等
ほ
春
衣
す
る
謀
雲
母
安
川

岩
又
は
粗
面
岩
質
安
山
岩
が
､
温
泉
作
用
及
び
風
化
は

よ
っ
て
革
質
し
た
も
の
で
あ
っ
て
p
地
表
に
近
い
部
分

は
良
質
で
あ
つ
て
も
'
少
し
堀
-
進
ん
で
分
解
圧
の
低

い
部
分
に
達
す
る
と
晶
質
不
良
と
な
-
､
又
硫
化
鉄
を

含
ん
だ
も
の
は
焼
き
上
げ
る
と
韻
胡
麻
が
的
凍
る
の
で

い
け
な

い
｡
そ
こ
で
掘
っ
て
か
ら
暫
-
積
み
蛋
ね
で
風

柵
は
曝
し
'
硫
化
蛾
が
酸
化
し
て
水
酸
化
銭
と
夜
-
演

褐
色
を
量
す
る
に
至
っ
て
始
め
て
原
料
に
供
す
る
rJ
と

が
あ
る
｡
最
初
は
磯
風
n
れ
た
の
は
朴
薬
石
で
､
弘
法

輝
石
の
如
q
uは
最
も
良
質
と
栴
せ
ら
れ
た
が
､
現
今
使

用
し
て
ゐ
る
の
は
主
は
菌
年
石
と
川
薬
石
と
で
あ
る
｡

rJ
れ
ま
で
使
用
さ
れ
た
原
料
を
列
畢
す
る
と
'

砥
部
町
魔

笛

年

石

(
粗
面
岩
質
安
山
岩
)淡
黄
磁
の
良
品
用

川

登

石

(
令
)
下
等

晶
用

弘
法
師
石

(
坐

)

南
山
瞭
村
産



鵜

ノ
嶋
石

(
粗
面
岩
貿
安
山
岩
)

両

輝

石

(
黒
雲
母
安
山
岩
)

上

橋

川

石

(
令
)

佐
永

谷

相

席

阿
別
雷
石

(
農
雲
母
安
山
岩
)

頗
田
村
産

玉

谷

石

坂
本
村
産

三

坂

石

以
上
は
素
地
用
で
あ
る
が
'
軸
薬
用
と
し
て
は
上
灘

の
高
野
川
石
､
北
山
植
村
の
三
秋
石
､
南
山
植
村
の
大

卒
石
,
小
大
下
島
及
び
上
浮
穴
郡
野
尻
に
産
す
る
石
衣

雪

大
三
･･払
産
の
長
石
及
び
泥
泉
郡
小
野
村
産
の
相
次

が
川
ひ
ら
れ
,
騒
外
か
ら
は
封
州
石
や
林
次
等
も
輸
入

ruれ
る
｡
叉
窯
内
部

の
設
備
に
用

以ら
れ
る
所
謂
道
具

土
(
耐
火
材
料
)
は
､
北
川
宅
孟

春
於
｡
宮
内
｡
大
角
減

等
か
ら
産
す
る
粘
土
を
用
払
'
叉
備
前
三
石
産
の
臆
石
p

伊
賀
の
末
節
､
瀧
砂
末
等
を
も
使
用
す
る
｡
銅
形
憲
の

材
料
は
支
郷
産
の
'fn
メ
が
主
に
州
ひ
ら
れ
る
.

柁
部
焼
樟
地
と
し
て
の
砥
部
町
の
研
究

燃

料

及
び
動
力

燃
料
は
主
と
し

て附
近
山
地
に
自
生
す
る
赤
於
材
私

用
ひ
､
樹
轡

一
十

五年
乃
至
三
十
年
位
の
も
の
が
最
も

よ
い
と
云
は
れ
で
ゐ
る
｡
石
炭
に
比
較
す
る
と
熱
量
は

三
分
の

一
で
あ
る
が
'
債
格
は
四
分
の

一
で
あ
る
か
ら

石
炭
よ
-
も
有
利
で
あ
る
と

い
ふ
O
蓋
し
九
州
方
面
の

石
炭

を
取
寄
せ
る
と
す
れ
ば
'･
海
岸
か
ら
離
れ
て
ゐ
る

た
め
に
運
賃
が
嵩
む
か
ら
で
あ
る
｡
現
今
町
内
の
産
の

み
で
は
不
足
す
る
の
で
､
坂
本
相

｡
辞
志
村
等
か
ら
も

移
入
せ
ら
れ
､
又
荏
原
柑
中
野
附
近
の
東
信
川
沿
岸
の

砂
原
に
あ
る
松
林
か
ら
も
取
寄
せ
た
rJ
と
が
あ
る
｡

原
料
石
粉
碑
の
た
め
に
は
水
車
が
用
以
ら
れ
る
.
始

リウ
ヅ

め
は
伊
都

又
は
サ

コ
ソ
タ
ン
と
名
づ
-
る
天
秤
の
形
を

し
た
原
始
的
の
春
を

邦
以
て
ゐ
た
が
､
岩
谷
口
窯
の
多

減
な
る
も
の
唐
津

の
水
車
を
見
撃
し
て
蹄

･{

今
日
の

如
き
水
車
式
に
改
め
た
も
の
で
あ
る
｡

水
車
鼻
の
分
布
を
見
る
と
'
砥
部
川
上
流
川
登
か
ら

ヨ
ケ
附
近
ほ
最
も
多

い
.
こ
れ

1
に
は
急
流
で
あ

み
'

水
量
が
多

い
ほ
も
よ
る
が
､
叉

一
両
に
は
川
登
が
多
量

克
一

五
五



地

球

妨
十
九
春

の
原
料
石
(
川
茸
ポ

･
蕗
年
石
)i
.和
す
る
か
ら
で
も
あ

る
｡
そ
の
製
品
は
一
昨
三
島
方
面
へ
も
供
給
し
た
こ
と

が
あ
る
｡
明
治
二
十
七
年
に
は
水
車
救
二
十
三
'
日
放

二
〇
九
あ
っ
て
､
多
-
は
製
陶
家
の
自
家
用
で
あ
っ
た

;jh,'

岩 谷 ｢l の 水 車 La･

JJ'端は瀬 を越えて沌れ箔つる水./.･'.鶴は僻不在

雀.水串はその/.･'.方にあるが匂って1.i･ないo

第
五
撫

養

7

五

大

が
'
狗
立
青
菜
も
五
六
名
あ
っ
た
｡

一
分
間
の
落
件
数

は
平
均
三
〇
､

.[
杵
の
克
丑
は
十
耳
'
白
と
杵
と
の
挺

雑
は

一
八
を
普
通
と
す
る
｡

五
本
松
方
両
に
も
昔
で
水
車
房
の
あ
っ
た
跡
は
あ
る

が
､
川
が
小
-
水
丑
も
少
い
の
で
早
-
席
捲
し
た
ら
し

い

.
岩
谷
口
方
面
に
も
休
業
中
の
も
の
及
び
鹿
姓
が
あ

ら
.
乙
の
あ
た
-
も
流
れ
は
比
較
的
急
で
あ
る
か
ら
､

僅
か
の
水
路
を
作
れ
ば
す
ぐ
に
適
者
を
落
弟
を
得
ら
れ

る
乙
と
葛
具
に
見
ら
れ
る
施
与
で
あ
る
｡

工

嶋

現
今
工
場
は
砥
部
町
内
に
大
工
場
五
'
小
工
場
六
あ

る
の
み
で
'
町
外
で
は
郡
中
に
二
工
場
あ
る
｡
併
し
明

治
廿
七
年
頃
の
調
で
は
本
恋
二
十
(
事
故
百
七
十

一
)素

焼
兜
三
十
二
､
飾
窯
玉
で
あ
っ
た
と
の
rJ
と
で
'
大
正

五
年
に
は
砥
部
町
外
四
町
村
に
亘
っ
て

1
倉
敷
十
九
月

の
工
場
が
あ
っ
た
｡
即
ち
､

柾
市

町
五
本
松

二

大

務

二

･:.小谷

‖

ト

済

町

村

こ

北 大 小
川 k'
丑 ケ
床 谷 谷
剛



北
山
峰
村
及
弐
粍
町

七

‥

-

'1

一

(介
批
)

で
p
そ
れ
か
ら
の
二
三
年
間
が
金
城
時
代
で
あ
っ
た
が
､

大
正
十
年
頃
か
ら
次
第
に
不
景
気
と
な
っ
て
今
日
に
至

っ
た
○

窯
は
凡
て
登
窯
式
で
あ
っ
て

一
間
に
付
二
寸
乃
至

一

寸
五
分
の
傾
斜
を
有
す
る
｡
隣
っ
て
そ
の
築
造
に
は
傾

斜
地
を
必
要
と
す
る
か
ら
､
凡
て
山
麓
若
-
は
段
丘
崖

を
利
用
し
て
み
る
｡

敢
初
に
出
来
た
楽
は
五
本
舷
に
あ
る
向
井
窯
で
あ
る

が
現
在
は
休
業
中
で
あ
る
｡
古

い
窯
に
は
山
庶
方
面
に

あ
る
も
の
が
多

い
が
､
現
在
残
っ
て
ゐ
る
の
は
概
ね
大

南
の
村
村
に
近
い
も
の
ば
か
-
で
､
大
空
と
し
て
は
下

鵜
野
窯
｡亀
井
窯
･工
藤
窯

(
以
上
何
れ
も
大
南
閣
方
の

段
丘
崖
)
及
び
上
鵜
野
窯
(
大
谷
の
山
麓
)
の
四
工
場
で

あ
る
｡

古

い
窯
跡
に
は
川
の
上
流
方
面
に
位
置
す
る
も
の
79

あ
る
｡
併
し
概
し
て
栄
路
に
近
い
所
に
立
地
す
る
も
の

の
多

い
の
は
､
職

工の
居
住
や
製
晶
の
搬
出
等
種
々
の

砥
部
焼
緯
地
と
し
て
の
砥
部
町
の
研
究

便
利
が
あ
る
か
ら
で
あ
ら
う
｡
典
例
と
し
て
は
弘
法
師

の
窯
で
'
海
抜
四
二
〇
米
の
川
肩
の
部
に
あ
る
｡
こ
れ

は
優
良
を
原
料
を
産
す
る
た
め
そ
の
原
料
産
地
に
築
造

し
た
も
の
で
あ
る
が
'
交
通
不
便
の
カ
め
に
経
僚
困
難

に
陪
-,(

五
年
間
に
工
場
主
が
三
代
旦
父
つ
y
蓬
に
鷹

絶
し
た
0
出
水
ね
の
は
今
か
ら
五
十
年
前
の
こ
と
で
'

督
時
巳
は
そ
の
無
談
を
喋
っ
た
も
の
が
あ
つ
ね
と
の
乙

完
.L･1

.g
七



終
十
九
容

と
で
あ
る
｡

労

力

現
今
椋
料
石
採
掘
人
夫
約
二

〇
人
､
乙
れ
を
水
車
場

に
運
ぶ
ほ
は
多
-
ネ

コ
革

又
は
ナ
ダ
革
と
租
す
る

一
輪

車
を
用
以
､
そ
の
人
夫
約
二
〇
人
､
石
粉
及
び
製
晶
を

運
搬
す
る
揖
革
十
基
､
工
場
は
放
け
る
陶
工
そ
の
他
約

一
〇
〇
人
'
燃
料
木
材
の
伐
採
搬
出
は
従
事
す
る
も
の
L

亦

一
〇
〇
人
以
上
で
あ
る
と

い
ふ
｡
明
治
甘
七
年
の
調

に
よ
る
と
工
場
鼻
働
者
は
攻
の
通
-
で
あ
っ
た
O

職

十J

三
五
七
人

内

剛

推

;i

二

三

一

例

諦

:i

(

甥

)

山

C

同

(
☆

)

.二

六

郁
筏

七

七
二
八
人

内

土
職
人

三
六

手
仲
人

ニ

C
O
{
棚

払

渡

榔

剛

粋

株

価

窯

焚

き

荷
造
人
夫

･L
リユ

fE
/

三

二
二
C

解
五
親

元四

五
八

鶴
道

具
榔

三
〇

下

男

三
〇

製

品

砥
部
焼
の
代
表
的
を
も
の
は

淡
黄
磁
で
､
ク

リ
ー
ム

色
を
量
し
､
模
様
を
彫
刻
し
た
無
彩
色
の
も
の
で
極
め

て
優
雅
で
あ
る
｡
瓶
手
や
花
瓶
な
ど
の
様
な
装
飾
的
家

具
を
主
と
し
'
柿
に
庭
園
は
配
置
す
る
鵜
の
藤
を
も
の

も
異
す
る
が
販
路
は
極
め
て
狭

い
｡
そ
の
蕗
付

い
た
ク

-
-

ム
色
は
原
料
は
特
有
の
も
の
で
'
他
地
方
の
よ
-

異
似
能
は
ざ
る
所
で
あ
る
が
､
精
低
泥
で
焼
き
上
げ
る

の
で
酸
化
銭
の
た
め
透
明
性
を
敏
d
u､
熱
度
の
少
異
に

よ
っ

て色
調
が
興
る
の
で
同

1
の
晶
を
多
数
揃

へ
る
こ

と
が

極め
て
国
難
で
'
た
め
は
高
債
と
在
る
か
ら

一
般

大
衆
に
は

需要
さ
れ
ず
､
随

っ
て
産
額
も
極
め
て
少

い

の
で
あ
る
｡

現
在
砥
部
焼
の
大
部
を
占
む
る
も
の
は
日
用
飲
食
器

の
給
付
磁
器
で
､
金
産
額
の
九
割
を
産
す
る
｡
中
で
も

南
洋
士
人
向
の
茶
碗
が
澱
も
多

い
が
､
晶
質
粗
悪
で
只

債
の
廉
在
る
を
の
み
特
長
と
し
て
ゐ
る
｡
即
ち
茶
碗
八



第TL問 砥 鮎 焼 淡 崩 磁

峡
部
焼
成
地
と
し
て
の
砥
部
町
の
即
死

:～;
仙
人
パ
肌
節
目
ド
十
二
三
桝
と

い
ふ

州
城
で
あ
る
｡

令
拝
袖
は
明
治
十
隼
に
けり
曲

.千

川
'
十
川
年
に
十

薗
囲
'
十
五
年
に
十
薦
三
千
川
と
な
っ
た
が
､
そ
の
後

漸
械
し
て
十
九
非
に
川
薦
六
千
川
､
攻
で
六
常
州
基
に

1
'-
ニ
ト
入
れ
･に
乍
つ
/
し
十
及
川
･k
T
突
破
し
､
四
十
二
一

LS
に
は
ニ
ト
亀
川
､
人
..-;

;隼
に
は

二
i-
桝
曲
別
'
人

ll-H
L
八
和
明
の
好
況
時
代
に
は

1
椛
し
て

t7
十
常
州
9
<

で
-二
つ
た
か
'
そ
の
後
又
減
じ
て
研
和
六
軒
に
は
二
十

八
曲
技-t
と
な
っ
て
ゐ
る
O
そ
の
中
櫓
川
向
的

∴

十
曲
別

で
他
は
内
地
向
て
あ
る
D

販

筆

▼

ナ+･

紙
価
標
は
や
-
か
ら
松

前町
の
行
商
人
に
ょ
っ
て
公

明
K
HI.ら
琉
め
ら
れ
た
｡
松
前
何
人
は
小
机
鶴
を
利
川

し
て
伊
線
維
と
北
ハほ
乙
れ
を
各
地

へ
貞

-
少

い
た
も
の

で
､
円
的
･申
開
の
附
…tii
は
勿
論
､
九
州
･川
桧
か
ら
遠

く
は
北
渥
止
ま
で
も
及
ん
だ
｡
こ
の
件
恨
.天

的
裾
行
商

は
凡
そ
II-.二月
TT.Ti十
年
前
に
起
肘
N
t
fも
つ
も
の
て
'
粘
樟

h
t群
れ
た
砥
部
焼
売
11k
か
ら
'
北

も
近
郎
雛
に
あ
る
継

と
し
て
於
前
町
が
を
の
机
;
の
作
に
あ
た
っ
た
も
の
で

克

.J

.Ij.
九



地

獄

節

十

九
魯

あ
る
｡
行
商
船
は
明
治
十
五
年
は
四
十
舷
､
四
十
五
年

頃
は
五
十
娘
も
あ
っ
て
､
砥
部
焼
の
過
輩
を
取
引
し
て

ゐ
ね
0

併
し
砥
部
焼
は

一
般
大
衆
向
で
夜

い
た
め
に
､
湖
14

櫨
や
有
田
焼
は
傾
倒
せ
ら
れ
る
様
は
在
っ
た
｡
そ
の
た

め
松
前
商
人
は
fJ
れ
等
他
地
方
の
陶
器
を
行
商
す
る
戒

に
な
っ
て
､
砥
部
と
の
陶
係
は
漸
次
薄

ら

い
で
行

っ

た
〇一

万
砥
輔
焼
は
輸
出
方
面
は
饗
展
す

る
様

に

な

っ

た
｡
明
治
十
八
年
の
頃
阪
醐
地
方
は
居
た
砥
部
焼
仲
買

人
が
清
岡
人
と
の
取
引
を
開

い
た
の
が
始
め
で
､
三
十

九
年
に
は
紳
月
の
貿
易
商
と
計
っ
て
兼
搾
各
地

へ
の
両

輪
出
社
始
め
p
北
は
給
源
州
か
ら
南
は
南
洋
各
地
は
及

んだ
｡

現
在
は
寓
祥
方
面
を
主
と
し
､
ト
ラ
ッ
ク
で
郡
申

f̂J"

出
し
､
そ
れ
か
ら
汽
船
で
翻
月
に
逢
っ
て
ゐ
る
｡

砥
部
町
の
経
済
と
砥
部
焼

砥
部
町
の
経
済
状
態
は
決
し
て
良
好
と

云

は

れ
な

い

0
元
釆
山
間
の
渓
谷
に
僅
か
の
新
地
を
求
め
て
､
砥

妨
五
択

完
六

六
〇

石
及
び
焼
物
の
産
出
に
よ
っ
で
そ
の
生
活
を
維
持
し
て

来
た
も
の
で
あ
ヵ
､
砥
部
焼
の
盛
で
あ
っ
カ
時
代
に
は

煙
の
た
め
は
障

子
が
貴
-
在
る
と
云
つ
ね
位
で
あ
っ
た

か
ら
､
不
況
の
今
口
そ
の
鰹
研
鍾
活
が
苦
し
-
在

つ
ね

の
も
巳
む
を
柑
な

い
こ
と
で
あ
る
｡
即
ち
土
地
の
燕
魔

力
は
充
分
に
そ
の
人
LZ
を
支
持
す
る
こ
と
が
出
来
な

い

で
'
人
目
の
増
加
極
め
て
僅
少
'
否
多
-
の
部
落
に
於

で
は
減
少
が
著
し

い
の
で
あ
る
C

落部地 1tt･

北 五 i';･大
川 木 谷
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平

大
m
十
四
舛
(脚
訓
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二
二
ハ
九

四
七
二

三
九
五

三
:rTIJM

一
九
七

資

l

i+

計

四
五
二
八

昭
利
五
年
(闘
訊
)

.I
七
三
二

四
八
三

lH
七

三
二
0

山
七
五

…
o
二
二

二
二
fH

三
九
四

四
六
七
八

而
し
て
こ
れ
は
決
し
て
人
口
の
自
然
増
加
の
少

S
た

め
で
無

い
乙
と
は
､
昭
和
六
年
の
出
生
率
五
二
二

､
死

亡
率

一
九

･
一
で
あ
る
rJ
と
か
ら
等
明
せ
ら
れ
る
○
即



ち
我
が
問
到
る
魔
の
農
E
村
は
見
ら
れ
る

｢
向
都
離
村

現
象
し

な
の
で
あ
る
｡

町
民

の
出
稼
先

に

つ

い
て
は
詳
細
を
統
計
を
敏
-

が
､
概
ね
京
阪
地
方
p
松
山
掃
う
満
洲
及
び
北
梅
道
等

ほ
出
て
行
-
も
の
で
'
多
-
は
批
者
の
軍
猿
田
株
で
各

月
移
住
は
少

い
｡
就
中
松
山
帝
は
向
つ
Y
は
下
水
掃
除

の
如
き
下
級
労
働
者
と
し
て
出
る
も
の
が
多

い
が
.
刺

食
の

ル
ン
ペ
ン
と
は
違
つ
/し
正
直
で
異
面
目
だ
と

い
ふ

の
.で
需
要
が
多

い
と
の
こ
と
で
あ
る
｡

砥
部
焼
の
余
盛
時
代
に
は
､
年
に
宵
苗
圃
と
い
ふ
大

金
が
町
内

へ
落
ち
た
の
で
あ
る
か
ら
'
料
桝
屋
や
飲
食

店
の
繁
昌
も
素
晴
ら
し

い
も
の
で
､
数
十
人
の
盛
者
も

毎
夜
端
切
れ
と

い
ふ
有
様
､
弦
歌
の
輩
は
谷
に
御
し
て

山
間
の

1
大
欲
楽
壇
と
在
っ
て
居
た
の
で
あ
る
が
､
今

で
は
粁
桝
屋
二
.
旅
舘
二
､
飲
食
店

一
〇
､
塾
者
も
五

人
に
過
ぎ
な

い
L
p
を
の
飲
食
店
も
ト
ラ
ッ
ク
が
現
車

に
代
っ
て
か
ら
は
寂
れ
る
ば
か
卓
で
あ
る
｡

そ
rJ
で
農
家
は
多
角
形
式
の
総
督
に
う
つ
-
.
丘
陵

地
を
拓

い
て
英
樹
の
栽
培
を
始
め
､
菱
驚
及
び
煙
草
栽

砥
部
焼
産
地
と
し
て
の
祇
珊
町
の
研
究

培
等
に
も
努
力
す
る
ほ
至
っ
た
｡
米
と
歩
と
は
辛
う
じ

て
自
給
し
得
る
に
過
ぎ
な

い
が
､
換
金
作
物
は
相
常
の

高
は
上
っ
て
ゐ
る
｡
昭
和
六
年
の
統
計
に
ょ
る
と
､

朴
柄
(
蜜
柑
)

同
(
ネ
ー
ブ
ル
)

同

(
そ

の
他
)

梨畑赤夏

釈

JJこLlELl.I:

二
ハ
'
八

〇
二
脚

六
㌧
八

六
〇

六
五
八

二
三
､

一
〇
桝

田
､
三

七
四

六
'
二
三

一

光
､
五

1
三

等
が
そ
の
主
な
る
79
の
で
あ
る
｡

併
し
こ
れ
に
勤
し
で

は
金
肥
の
輸
入
約
三
苗
五
千
園
に
及
凡
で
ゐ
る
か
ら
.

差
引
純
収
入
は
三
番
同
足
ら
ず
と
在
る
｡

と
こ
ろ
で
町
民
の
蕉
活
必
需
品
と
し
て
他
か
ら
輸
入

せ
ら
れ
る
75･-の
は
､
臭
腺
瓶
だ
け
で
祇
二
一苗
圃
以
上
と

見
積
ら
れ
て
ゐ
る
か
ら
､
そ
の
他
の
日
用
晶
等
も
恐
ら

-
数
寓
同
に
上
る
で
あ
ら
う
し
.
ね
と
払
出
縁
者
か
ら

の
法
金
が
あ
る
に
し
て
も
'

-1
万
に
は
撃
資
金
を
ど
の

仕
法
-
も
あ
る
か
ら
'
こ
れ
だ
け
で
は
ど
う
し
て
も
教

苗
圃

乃
至
十
数
常
例
の
敵
視
に
な
る
で
あ
ら
う
｡
砥
石

克

七

六

…



地

球

節

十

九
雀

の
如

き
も
僅
々
六
千
閲
の
産
出
に
過
ぎ
を

い
｡

然

る
は
砥
部
焼
は
年
二
十
八
番
間
を
4
度

し

て

ゐ

る
｡
而
し
て
そ
の
原
料
も
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